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緑萌える夏。しかし、この時期は霧や雨の日が多いの

も釧路湿原の特徴です。朝露に濡れる足元で、羽化し

たばかりのエゾトンボに出会いました。トンボは昔か

ら水辺を象徴する昆虫で、幼虫のヤゴは水中で生活し

ます。このような羽化の瞬間を目の当たりにすると、

改めて湿原の尊さを感じます。

しばらく見ていると、このエゾトンボは元気に霧の空

へ飛び立っていきました。

朝露に濡れる湿原で
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☆☆☆　温根内木道周辺で見られた自然（6/15 ～ 7/14）　☆☆☆

○表紙の写真 上：羽化したエゾトンボ　下：オオウバユリ
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○コース案内
外回り：約３．１ｋｍ（木道部分２．０ｋｍ、軌道跡部分１．１ｋｍ）
中回り：約２．０ｋｍ（木道部分１．４ｋｍ、軌道跡部分０．６ｋｍ）
小回り：約０．５ｋｍ（木道部分０．３ｋｍ、軌道跡部分０．２ｋｍ）
※２０ｍおきに木道の縁に番号札が付いています。
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【カキツバタ】

アヤメ科　杜若

初夏の湿原に青を添え、今年も来

訪者を楽しませてくれました。や

や淡い青色も特徴のひとつです。

【モウセンゴケ（葉）】

モウセンゴケ科　毛氈苔

食虫植物の一種で、もうすぐ花も

咲かせます。ミズゴケ湿原の地面

をよく探してみてください。

【カラフトノダイオウ】

タデ科　樺太野大黄

やちまなこの傍に大きな葉を広

げ、目立たない花を咲かせていま

す。こう見えて絶滅危惧種です。

【クロヒカゲ】

タテハチョウ科

鶴居軌道跡で見かけます。全体的

に黒く、少し不気味がられますが、

とても複雑な模様をしています。

【エゾナミキ】ヨシやスゲの緑に

ブルーのアクセントが映えます。

【オニノヤガラ】

ラン科　鬼矢柄

自らは光合成しないラン科の植物

です。鬱蒼とした緑の中で、ひと

きわ異彩を放っています。

全区間通行可

ビジターセンター

もうすぐ見られるかも！

2019 年 7 月 25 日撮影

絶滅危惧Ⅱ類（VU）準絶滅危惧（NT）
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釧路湿原は夏本番を迎え、汗ばむ日もあります。この時期から、巣を離れた幼鳥が木道の周辺で見られる時もあります。また、

野鳥の囀りは徐々に静かになっていますが、まだまだ野鳥観察の時期は続きます。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

○温根内木道周辺で観察された花と鳥（6 月 15 日～ 7 月 14 日）

☆☆☆　温根内木道周辺で見られた野鳥（6/15 ～ 7/14）　☆☆☆

【ノビタキ（幼鳥）】　夏鳥

ヒタキ科　野鶲

湿原の中で「ビー、ビー」と鳴き

ながら親鳥を追いかけています。

優しく見守ってあげましょう。

【ウグイス】　夏鳥

ウグイス科　鶯

館内にも聞こえてくるほどの元気

な美声。雨の日でもお構いなしに

聞かせてくれています。

【カッコウ】　夏鳥

カッコウ科　郭公

鳴声ですぐに存在がわかります。

ノビタキなどの他の鳥の巣に産卵

する「托卵」行動をします。

花（和名は五十音順　＊外来種） 39 キツネノボタン 78 ノハラムラサキ＊ 10 オジロワシ

1 アカネムグラ 40 キツリフネ 79 ノミノフスマ 11 ノスリ

2 イグサ 41 クサノオウ 80 バイケイソウ 12 アリスイ

3 イケマ 42 クサフジ 81 ハシドイ 13 コゲラ

4 イチゲフウロ 43 クサヨシ 82 ハナタネツケバナ 14 オオアカゲラ

5 イッポンスゲ 44 クリイロスゲ 83 ヒメカイウ 15 アカゲラ

6 イワノガリヤス 45 コクワ（サルナシ） 84 ヒメジョオン＊ 16 クマゲラ

7 ウツボグサ 46 コケイラン 85 ヒメタガラシ＊ 17 ハシボソガラス

8 ウマノミツバ 47 コシカギク＊ 86 ヘラバヒメジョオン＊ 18 ハシブトガラス

9 エゾイヌゴマ 48 コタヌキモ 87 ホザキシモツケ 19 ハシブトガラ

10 エゾイラクサ 49 コツマトリソウ 88 ホソバノシバナ 20 ヒガラ

11 エゾオオヤマハコベ 50 コハコベ 89 ホソバノヨツバムグラ 21 シジュウカラ

12 エゾカラマツ 51 コメツブウマゴヤシ＊ 90 マムシグサ 22 ヒヨドリ

13 エゾカンゾウ 52 コンロンソウ 91 マユミ 23 ウグイス

14 エゾノカワヂシャ 53 サギスゲ 92 ミソガワソウ 24 ヤブサメ

15 エゾノコリンゴ 54 サジオモダカ 93 ミゾソバ 25 エナガ

16 エゾノシモツケソウ 55 シコタンキンポウゲ 94 ミゾホオズキ 26 エゾムシクイ

17 エゾノヨロイグサ 56 シラオイハコベ 95 ミツガシワ 27 センダイムシクイ

18 エゾノレンリソウ 57 シロツメクサ＊ 96 ミツバウツギ 28 マキノセンニュウ

19 エゾムグラ 58 シロバナエゾノタチツボスミレ 97 ミツバツチグリ 29 シマセンニュウ

20 エナシヒゴクサ 59 スズメノカタビラ 98 ミミナグサ 30 エゾセンニュウ

21 オオアワガエリ＊ 60 セイヨウタンポポ＊ 99 ミヤママタタビ 31 コヨシキリ

22 オオウバユリ 61 セイヨウノコギリソウ＊ 100 ムジナスゲ 32 ゴジュウカラ

23 オオダイコンソウ 62 タチイヌノフグリ＊ 101 ムラサキツメクサ＊ 33 キバシリ

24 オオツリバナ 63 タヌキモ 102 ヤナギトラノオ 34 クロツグミ

25 オオヌマハリイ 64 チシマアザミ 103 ヤネタビラコ＊ 35 アカハラ

26 オオバコ 65 チシマノガリヤス 104 ヤマブキショウマ 36 ノゴマ

27 オオバタネツケバナ 66 チョウセンゴミシ 105 ヤマブドウ 37 コルリ（6/20 初認）

28 オオハナウド 67 ツメクサ 106 ヤラメスゲ 38 ノビタキ

29 オオバノヤエムグラ 68 ツリバナ 鳥（和名は日本鳥類目録第 7 版の順） 39 コサメビタキ

30 オオヤマフスマ 69 ツルアジサイ 1 キジバト 40 キビタキ

31 オトギリソウ 70 ツルウメモドキ 2 アオバト 41 オオルリ

32 オニノヤガラ 71 ツルコケモモ 3 アオサギ 42 ニュウナイスズメ

33 カキツバタ 72 トキソウ 4 タンチョウ 43 ビンズイ

34 カタバミ 73 ドクゼリ 5 クイナ 44 カワラヒワ

35 カラコギカエデ 74 ナガバツメクサ 6 ツツドリ 45 ベニマシコ

36 カラフトイソツツジ 75 ナズナ 7 カッコウ 46 アオジ

37 カラフトノダイオウ 76 ヌマドジョウツナギ 8 オオジシギ 47 オオジュリン

38 キクムグラ 77 ヌマハコベ 9 トビ
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

～優しく見守ってください～

夏を迎え、巣立ち雛の姿を時折見かけ

るようになりました。木道上にいる雛

鳥を見かけても、近くに必ず親鳥がい

ますので、優しく見守ってあげてくだ

さい。

新型コロナウイルスの感染状況により行事自体が中止になる可能性があります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2

臨時開館日

3 4 5 6

7
♪外来植物を

探そう

8 9

臨時開館日

10 11 12 13

14 15 16

臨時開館日

17 18 19 20
♪ PV スポット

ガイド

21
♪ザリガニウォッ
チング ～ウチダザ

リガニ編～

22 23

臨時開館日

24 25 26 27

28 29 30

臨時開館日

31

☆☆☆☆☆　温根内イベントカレンダー（8 月）　☆☆☆☆☆

☆☆☆☆　自然ふれあい行事が開催されました　☆☆☆☆
〇「夏の樹木と花を見に行こう」 7 月 3 日　参加者：12 名　講師：大山重治（森林インストラクター）

夏の盛りを迎えた湿原周辺の樹木や花に注目しながら歩く、散策会を行いま

した。すっきりと晴れわたったこの日は、鶴居軌道跡から歩き始め、まず講

師の大山氏からは、植物が自然界で果す役割や、樹木と草本の違いなどを解

説いただきました。その後、樹木を中心に各種の特徴や見分け方などを、実

際に参加者に葉や種子を手に触れてもらいながら、わかりやすく教えていた

だきました。カンバ類の話題では、各樹種の見分け方以外にも、それらの資

材としての価値など、大山氏ならではの解説も。また、他の樹木に巻き付い

て生長する蔓性の樹木もいくつか見られ、巻き方がツルウメモドキは左巻き、

チョウセンゴミシは右巻きなど、樹種によって異なることに、参加者は興味津々で耳を傾けていました。

♪ 8/7（日）夏休み！外来植物を探そう：10：00 ～12：00（定員10 名、要申込み）
♪8/21（日）夏休み！ザリガニウォッチング ～ウチダザリガニ編～：10：00 ～12：0０（定員10 名、要申込み）
♪ 8/20（土）PV スポットガイド：9：30 ～ 12：00 釧路湿原のパークボランティア（PV）の方々が木道
上の見どころのあるスポットでガイドをしてくれます。（申込み不要）

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪夏休み 釧路湿原キノコ観察会

　〔日時〕8 月 6 日（土）10：00 ～ 12：00　　〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　　　　　　　　　　〔集合場所〕シラルトロ自然情報館駐車場

木道上に出てきたノビタキの幼鳥


